
議案第１８号 

 

   東広島市立図書館管理運営規則の一部改正について 

 

 東広島市立図書館管理運営規則の一部を改正することについて、次のとおり提案

する。 

 

  令和６年１１月２６日提出 

 

東広島市教育委員会 

教育長  市  場  一  也 

 

１ 提案理由 

  東広島市立高屋図書館を新たに設置するため、東広島市立図書館管理運営規則

について必要な事項を定めるとともに、所要の規定の整備を行おうとするもので

ある。 

 

２ 改正の内容 

  別紙のとおり。 

 

３ 施行期日 

  条例の施行の日 

 

４ 根拠法令 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号） 

第１５条 教育委員会は、法令又は条例に違反しない限りにおいて、その権限に 

属する事務に関し、教育委員会規則を制定することができる。 

 東広島市立図書館設置及び管理条例（平成２７年条例第４３号） 

 第１５条 この条例に定めるもののほか、図書館の管理運営に関し必要な事項

は、教育委員会規則で定める。 

東広島市高屋情報ラウンジの設置及び管理に関する条例（令和６年条例第４２

号） 
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第１６条 この条例に定めるもののほか、高屋情報ラウンジの管理運営に関し必

要な事項は、教育委員会規則で定める。 
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東広島市教育委員会規則第   号 

 

 東広島市立図書館管理運営規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

 

  令和６年  月  日 

 

東広島市教育委員会          

教育長  市  場  一  也    

 

   東広島市立図書館管理運営規則の一部を改正する規則 

 

 東広島市立図書館管理運営規則（平成４年東広島市教育委員会規則第１０号）の

一部を次のように改正する。 

 目次中「集会施設」を「集会施設等」に改める。 

 第３条に次のただし書を加える。 

  ただし、条例第９条ただし書に規定する教育委員会の許可を受けた場合は、こ

の限りでない。 

 第４条第２項中「利用券」の右に「（利用者番号その他の図書館資料の貸出しに

必要な情報が記録されたものをいう。以下同じ。）」を加える。 

第５条第１項中「第７条において同じ。」を削る。 

第６条中「利用券を紛失したとき」を「紛失、破損等により利用券を使用するこ

とができなくなったとき、」に改める。 

第１０条中「図書館資料」の右に「（電子書籍を除く。以下この章において同

じ。）」を加える。 

第２章中「第５節 集会施設の使用」を「第５節 集会施設等の使用」に改め

る。 

第１６条中「集会施設」を「集会施設等」に改める。 

第１７条第１項中「集会施設」を「集会施設等」に、「集会施設使用申込書」を

「集会施設等使用申込書」に改め、同条第２項中「集会施設」を「集会施設等」

に、「集会施設使用承認書」を「集会施設等使用承認書」に改める。 
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第１８条第２項中「図書館」の右に「（東広島市立高屋図書館を除く。以下この

章において同じ。）」を加える。 

   附 則 

 この規則は、東広島市高屋情報ラウンジの設置及び管理に関する条例（東広島市

条例第４２号）の施行の日から施行する。 
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東広島市立図書館管理運営規則（平成４年教育委員会規則第１０号）新旧対照表 

新 旧 

目次 目次 

第１章 総則（第１条・第２条） 第１章 総則（第１条・第２条） 

第２章 図書館奉仕 第２章 図書館奉仕 

第１節 通則（第３条） 第１節 通則（第３条） 

第２節 個人貸出し（第４条―第９条） 第２節 個人貸出し（第４条―第９条） 

第３節 団体貸出し（第１０条―第１３条） 第３節 団体貸出し（第１０条―第１３条） 

第４節 移動図書館（第１４条・第１５条） 第４節 移動図書館（第１４条・第１５条） 

第５節 集会施設等の使用（第１６条・第１７条） 第５節 集会施設  の使用（第１６条・第１７条） 

第６節 複写（第１８条―第２１条） 第６節 複写（第１８条―第２１条） 

第３章 図書館資料の寄贈及び寄託（第２２条―第２４条） 第３章 図書館資料の寄贈及び寄託（第２２条―第２４条） 

第４章 雑則（第２５条） 第４章 雑則（第２５条） 

附則 附則 

第２章 図書館奉仕 第２章 図書館奉仕 

（入館者の心得） （入館者の心得） 

第３条 入館者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。ただし、条例第９

条ただし書に規定する教育委員会の許可を受けた場合は、この限りでない 。 

第３条 入館者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。                

                                                                      

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

（貸出しの対象者等） （貸出しの対象者等） 

第４条 （略） 第４条 （略） 

２ 図書館資料の貸出しを受けようとする者は、あらかじめ図書館利用申込書を館

長に提出し、利用券（利用者番号その他の図書館資料の貸出しに必要な情報が記

録されたものをいう。以下同じ。）の交付を受けた後、当該利用券により申し込

まなければならない。 

２ 図書館資料の貸出しを受けようとする者は、あらかじめ図書館利用申込書を館

長に提出し、利用券                                                      

                                の交付を受けた後、当該利用券により申し込

まなければならない。 

（郵送貸出し） （郵送貸出し） 

第５条 前条第１号又は第２号に該当する者で身体の障害等の理由により図書館

に来館することが困難であると館長が認めたものは、郵送による図書館資料（電

子書籍及び視聴覚資料を除く。                    ）の貸出し（以下この節に

おいて「郵送貸出し」という。）を受けることができる。 

第５条 前条第１号又は第２号に該当する者で身体の障害等の理由により図書館

に来館することが困難であると館長が認めたものは、郵送による図書館資料（電

子書籍及び視聴覚資料を除く。第７条において同じ。）の貸出し（以下この節に

おいて「郵送貸出し」という。）を受けることができる。 
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新 旧 

２ （略） ２ （略） 

（利用券の紛失等） （利用券の紛失等） 

第６条 利用券の交付を受けた者は、紛失、破損等により利用券を使用することが

できなくなったとき、又は利用券若しくは図書館利用申込書の記載内容に変更が

生じたときは、速やかに館長に届け出なければならない。 

第６条 利用券の交付を受けた者は、利用券を紛失したとき                    

                    又は利用券若しくは図書館利用申込書の記載内容に変更

が生じたときは、速やかに館長に届け出なければならない。 

（貸出しの対象） （貸出しの対象） 

第１０条 図書館資料（電子書籍を除く。以下この章において同じ。）の貸出しを

受けることができる団体は、次に掲げる団体とする。 

第１０条 図書館資料                                            の貸出し

を受けることができる団体は、次に掲げる団体とする。 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

第５節 集会施設等の使用 第５節 集会施設  の使用 

（使用の対象） （使用の対象） 

第１６条 条例第１１条第１項に規定する集会施設等を使用できる者は、次に掲げ

る条件を満たしているものとする。 

第１６条 条例第１１条第１項に規定する集会施設  を使用できる者は、次に掲げ

る条件を満たしているものとする。 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

（使用の申込み等） （使用の申込み等） 

第１７条 条例第１１条第１項の規定による集会施設等の使用の申込みは、あらか

じめ集会施設等使用申込書を館長に提出することにより行うものとする。 

第１７条 条例第１１条第１項の規定による集会施設  の使用の申込みは、あらか

じめ集会施設  使用申込書を館長に提出することにより行うものとする。 

２ 館長は、前項の申込書の提出があった場合は、その内容を審査し、集会施設等

を使用することが適当であると認めたときは、集会施設等使用承認書を前項に規

定する申込書を提出した者に交付するものとする。 

２ 館長は、前項の申込書の提出があった場合は、その内容を審査し、集会施設  

を使用することが適当であると認めたときは、集会施設  使用承認書を前項に規

定する申込書を提出した者に交付するものとする。 

３ （略） ３ （略） 

（複写の手続） （複写の手続） 

第１８条 （略） 第１８条 （略） 

２ 複写ができる資料は、図書館（東広島市立高屋図書館を除く。以下この章にお

いて同じ。）が所蔵する図書館資料とし、その他のものについては、複写は行わ

ない。 

２ 複写ができる資料は、図書館                                            

            が所蔵する図書館資料とし、その他のものについては、複写は行わ

ない。 
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